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都 市 建 設 委 員 会 資 料 

令和 3 年 1 月 21 日・22 日 

都市整備部都市計画課 

 

 

板橋区景観計画の色彩に関する基準の一部変更案について 

 

 

区では、平成 23 年 3 月 23 日に板橋区景観条例の施行を経て、同年８月２２日に板橋

区景観計画を策定した。これらの条例・計画に基づき建築物の建築などの際には、「配

置」、「高さ・規模」、「形態・意匠・色彩」、「公開空地・外構・緑化」、「駐車場

などの付属物」からなる景観計画の景観形成基準を満たすことが求められる。 

これらの基準のうち、色彩に関しては「外壁基本色」と「強調色」が定められており、

使用できる色彩の範囲が数値によって定められている。今回、建物のデザイン性を高め、

魅力的なまちの表情や賑わいを演出することを目的として、新たに使用可能となる色彩

として「アクセント色」を追加することについて、景観計画の色彩に関する基準の一部

変更を行う。 

 また、本変更案に対する、パブリックコメントの実施結果を公表する。 
 

１ 板橋区景観計画の色彩に関する基準の一部変更案（追加部分） 

 

 

区分 景観形成基準 

色 彩 

（アクセン

ト色） 

○建物のデザイン性を高め、魅力的なまちの表情や賑わいを演出する 

・アクセント色を使用する場合にあっては、下表の色彩基準に適合するとともに、

建物や周囲との調和を損なうことのないように、街のスケール感や歩行者の目線

に合った節度ある効果的な使い方とし、地域の良好な景観形成に寄与する色彩デ

ザインとする。 

区分 色彩基準 

面積の上限 
・外壁各面の 12ｍ以下の部分の 1/20 以下で使用可能とする。 

・なお、強調色との面積の合計は、外壁各面の 1/5 以下とする。 

節度ある使用 
・外壁基本色、周辺の街並みとの調和を図り、過剰にならないよう配慮す

る。また、屋外広告物との色彩の調和に配慮する。 

使用場所※2 ・建物中低層部である 12ｍ以下 の部分で用いる。 

色数 ・まとまりある色彩計画を行い、必要以上に色数を増やさない。 

彩度の上限※2 

アクセント色 

色相 彩度 

0.0R～5.0Y 彩度 8以下 

5.0Y～5.0G 彩度 6以下 

その他の色相 彩度 4以下 

（日本産業規格 Z8721 に定めるマンセル表色系による） 
 

※2 ただし、区が認める場合にはこの限りではない。 

・上記のほか地域性を考慮し、商業地（幹線道路沿道含む）・商店街では、賑わいを

演出するため上表の基準を踏まえた色彩計画を行い、商業地・商店街以外では、周

囲から突出した色彩を控えると共に、周辺の緑や敷地内植栽が美しく映える色彩

計画を行う。 
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２ パブリックコメントの実施概要 

(1) 実施（募集）期間 

   令和 2 年 4 月 20 日（月）から令和 2 年 5 月 22 日（金）まで 

(2) 広報掲載 

   令和 2 年 4 月 25 日号 

(3) 公表資料 

   板橋区景観計画の色彩に関する基準の一部変更案《板橋区景観計画より抜粋》 

（参考資料 参照） 

(4) 公表資料の閲覧場所 

   都市計画課窓口（板橋区役所本庁舎北館 5 階） 

区政情報課窓口（本庁舎北館 1 階） 

各地域センター・各図書館・区ホームページ 

(5) 提出方法 

   文章を直接、郵送、ファックス、電子メール又は意見提出フォーム（区ホームペ

ージ）により提出 

(6) 実施結果 

 意見提出者：2 人  意見項目：2 件 

 提出方法：電子メール 1 人、意見提出フォーム 1 人 

(7) 意見の内容及び区の考え方 

番号 内    容 区の考え方 

1 ・アクセントカラーを導入することは良

いことだと思います。アクセント色に

は、色の範囲も制限なく設定し、より幅

広いデザインが可能な制度にしていた

だきたいです。 

建物のデザイン性を高め、魅力的なまち

の表情や賑わいを演出することを目的と

して、アクセント色を追加することといた

しました。 

色彩基準の一部緩和となるアクセント

色の追加ですが、限られた使用範囲の中で

の、優れたデザイン力をもって都市景観の

向上につながると考えます。 

2 ・街の中で使われる色は、多様な色があ

り、板橋区としても全体的な統一感を

持った方向を模索されているものとお

もいます。その中でいち建築士とし

て、今回の導入は、選択肢が広がった

ことにより、自由度が上がり、喜ばし

いことでもあり、賛成いたします。 

 区ではこれまで、色彩基準については厳

しく運用してきましたが、事前協議などに

おいて、事業者や設計者よりデザインの自

由度を上げてほしいと要望を多くいただ

いていました。 

 今回、色彩基準の一部緩和としてアクセ

ント色を追加することにより、デザインの

自由度が上がり、美しい都市景観に寄与す

ると考えます。 

 

３ 経緯及び今後のスケジュール（予定） 

・パブリックコメントの実施 ：令和 2 年 4 月 20 日～5 月 22 日 

・都市計画審議会への意見伺い ：令和 2 年 11 月 5 日（意見なし） 

・景観審議会部会への報告 ：令和 2 年 12 月 23 日 

・都市建設委員会へ報告 ：令和 3 年 1 月 21、22 日 

・景観審議会への諮問・答申 ：令和 3 年 3 月 8 日 

・景観計画変更 ：令和 3 年 4 月 


